車の運転を止めました．

去る2005年7月末に、脱輪事故を起こしてトヨタ“ｉｓｔ”の左側面を破損させてしまいました．松本カントリーへの取り付け道路に入ってすぐ、大きく右折するところでした．前も後ろも車や人もおらず、普通なら脱輪するような場所でありませんでした．曲がりきったと思い込んでいましたが、曲がりきっておらず、後輪から側溝に落ち込みました．側溝の向い側は石垣でしたが、車体の左側が広くへこんでしまいました．

ちょっと「ぼーっと」していたかも知れません．両下肢がいつもしびれていますので、ブレーキペダルの踏み込みが遅かったかも知れません．事故を起こしそうもないところでの事故なので、もし人身事故でも起こせば大変なことになると恐ろしくなりました．

昨年8月の運転免許更新に際しての高齢者運転講習における各種テストでは、標準比較３（普通）、同年代比較では４（やや優れている）と評価されました．しかし今回の体験で自分の身体能力の低下を自覚させられました．思い切って車の運転を止めることにしました．

もともと車庫入れが下手で、街の中へ買い物に行くときもタクシーを使うことが多く、自宅から松本カントリーまでの往復に使うくらいでした．タクシー会社に掛け合い、松本カントリーまでの片道3,700円という定額料金にしてもらいました．ゴルフプレー後に運転して帰宅するというストレスも解消されて、せいせいした気分です．

2005年9月4日記

